
多くの人がワクチンの接種をすることで、重症者や死亡者を減らすのはもちろん、医療機関の負担を減らし、社会全体で
感染拡大を防ぐことが期待されます。県民の皆さまには、安全かつ円滑な接種に向けたご協力と、引き続き日々の感染防
止対策の徹底をお願いします。

、

原則として住民票所在地の市町
村にある医療機関や指定され

た接種会場です。詳しくは市町村から
届く案内をご確認ください。 

2回の接種で95％程度の発症
予防効果があると報告されてい

ますが、決して100%ではありません（イ
ンフルエンザワクチンは約40～60％）。 

接種後には、接種部位の痛みや発熱といった副反応が生じる可能性があり
ますが、大部分は数日内に回復します。重い副反応であるアナフィラキシー

の発生頻度は、ファイザー社ワクチンでは100万人に5人程度と報告されています
が、接種会場ではすぐに対応できるよう医薬品などが準備されています。 

接種は強制ではなく、同意がある場合に限り行われます。接種による予防
の効果と副反応のリスクの双方について理解した上で、自らの意志で接

種を受けていただきます。また、職場や周りの方などに接種を強制したり、接種を
受けていない方に差別的な扱いをしたりすることのないようにしましょう。

各市町村の問い合わせ先は 
右記二次元コードからチェック

☎058（272）8222 

ワクチン接種により感染をどの程度予防できるかはまだ分かっていません。
ワクチンを接種されていない方はもちろん、ワクチンを接種された方も感染防止対策を続けましょう。 

できるだけ2m、最低1mは確保しましょう。

帰宅したときや、ドアノブなど不特定多数が触れる 部分に
触った後は、必ず手を洗いましょう。 

「口が災いの元」。マスクを外す瞬間に注意。 

発熱等の症状が出た場合、まずは外出をストップし
 かかりつけ医等に電話相談を。

県では、各事業所、店舗が感染防止対策を実施していることをわかりやすくPRできるよう、右のステッカーを
配布しています。ステッカーの配布店舗は県のウェブサイトで紹介しています。 




